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そ
の
た
め
に
は【
今
居
る
場
所
が
安
全
か
ど

う
か
自
ら
判
断
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
】

と
の
説
明
が
あ
り
、続
い
て
、共
助
の
取
り
組

み
と
し
て【
家
庭
で
は
災
害
時
の
連
絡
方
法

を
確
認
し
て
お
く
】【
地
域
の
実
情
は
地
域
の

方
が
一
番
良
く
知
っ
て
い
る
。互
い
を
助
け

合
う
た
め
に
日
頃
か
ら
地
域
に
関
心
を
持
っ

て
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
】等
、

家
庭
や
隣
近
所
で
情
報
共
有
し
て
お
く
こ
と

が
、災
害
に
立
ち
向
か
う
一
番
の
手
立
て
に

な
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、防
災
士
の
役
割
や
大
規
模
災
害

時
の
救
助
等
に
関
し
て
質
疑
応
答
が
行
わ
れ

る
等
、今
後
の
中
荘
地
区
の
取
り
組
み
内
容

の
検
討
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

７
月
２１
日
、宮
滝
河
川
交
流
セ
ン
タ
ー
に

て
、災
害
時
の
避
難
行
動
等
に
関
す
る
内
容

を
学
習
す
る
た
め
、中
荘
地
区
自
治
協
議
会

の
福
祉・防
災
部
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
総
務
課
か
ら
は
発
災
時
に
気
を
付
け
る

点
と
し
て【
ま
ず
は
自
分
の
命
を
守
る
こ
と
】

堺総合防災センターでの視察の様子

中
荘
地
区
自
治
協
議
会

〜
福
祉
・
防
災
部
会
開
催
〜

中
竜
門
地
区
自
治
協
議
会

〜
防
災
フ
ェ
ア
開
催
〜

コ
ー
ス
」に
参
加
し
、地
震
体
験
、煙
・
暗
闇
避

難
体
験
、消
火
体
験
、応
急
救
護
体
験
等
約
９０

分
の
講
習
を
受
講
し
ま
し
た
。

　

体
験
で
は
、地
震
時
、机
の
下
に
避
難
す
る

場
合
、机
が
移
動
し
な
い
よ
う
に
机
の
脚
を

持
つ
こ
と
や
消
火
訓
練
で
は
一
般
的
な
消
火

器
の
特
性（
消
火
範
囲
４
ｍ
、使
用
可
能
時
間

１５
秒
程
度
等
）を
理
解
し
、炎
で
は
な
く
、燃

焼
物（
燃
え
て
い
る
物
体
）に
向
か
っ
て
消
火

す
る
こ
と
等
を
学
び
ま
し
た
。

　

轟
地
区
で
は
高
齢
化
に
よ
り
避
難
所
へ
の

移
動
時
間
が
以
前
よ
り
必
要
と
な
っ
た
方
や

自
力
で
避
難
所
に
移
動
す
る
こ
と
が
困
難
な

方
が
増
え
て
い
ま
す
。８
月
５
日
に
行
わ
れ
た

今
回
の
訓
練
は
こ
の
よ
う
な
方
々
の
避
難
行

７
月
２9
日
、中
竜
門
地
区
自
治
協
議
会
の

防
災
福
祉
部
会
の
18
名
が
、堺
市
消
防
局
の

所
管
す
る
堺
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、①
地
域
防
災
を
担
う

人
材
の
育
成
②
消
防
・
防
災
力
の
強
化
③
大

規
模
災
害
時
の
円
滑
な
受
援
体
制
の
確
立
等

の
事
業
が
実
施
さ
れ
、そ
れ
ら
の
取
り
組
み
の

一
環
で
、実
災
害
に
近
い
状
況
を
体
験
で
き

る
ツ
ア
ー
形
式
の
講
習
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、防
災
の
基
本
が
学
べ
る「
真
・
体
験

中
竜
門
地
区
自
治
協
議
会

〜
堺
市
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
視
察
〜

動
に
関
す
る
課
題
を
住
民
同
士
で
共
有
す
る

こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
避
難
経
路
の
危
険
性
や
避
難
に

要
す
る
時
間
を
確
認
し
な
が
ら
歩
い
た
り
、

避
難
に
配
慮
が
必
要
な
方
を
協
力
し
て
車
で

送
迎
し
た
り
し
て
最
寄
り
の
避
難
所
で
あ
る

町
中
央
公
民
館
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

到
着
後
、館
内
大
ホ
ー
ル
で
は
町
が
保
有

す
る
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
組
み
立
て
や
個
室

テ
ン
ト
の
設
営
を
体
験
し
、避
難
所
運
営
に

必
要
な
知
識
や
使
用
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、総
務
課
か
ら
は
避
難
す
る
時
の
ポ
イ
ン

ト
の
説
明
が
あ
り
、各
自
が
持
参
し
た
非
常

持
出
品
の
確
認
を
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、近
所
同
士
の
声
か
け
や
、

避
難
手
段
の
確
認
、非
常
持
出
品
の
確
認
等

が
大
切
だ
と
実
感
し
た
と
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

　

今
後
、地
区
で
は
訓
練
を
通
じ
て
出
た
課

題
を
解
決
す
る
た
め
、避
難
誘
導
体
制
の
整

備
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

轟
町
内
会
〜
避
難
訓
練
の
実
施
〜

地域防災力の向上

地域を
自分たちで
守る

宮滝河川交流センターでの学習会

８
月
２６
日
吉
野
見
附
三
茶
屋
周
辺
に
て
、

防
災
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
、区
民
等
約
７０
人
の
参
加
者
は
２
班

に
分
か
れ
、奈
良
県
広
域
消
防
組
合
吉
野
消

防
署
や
地
元
消
防
団
の
指
導
の
下
、災
害
に

備
え
た
実
践
的
な
訓
練
を
兼
ね
た
様
々
な
講

習
を
受
け
ま
し
た
。火
災
や
自
然
災
害
に
対

し
、自
分
た
ち
の
地
域
を
自
分
た
ち
の
力
で

守
る
た
め
に
必
要
な
心
構
え
と
備
え
を
す
る

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

中央公民館での段ボールベッド等
の使い方の説明

「救命の連鎖」

①心停止の予防

②心停止の早期認識と通報

③心肺蘇生とAED

④二次救命処置と心拍再開後の

集中治療

その場に居合わせた人の行動で、

生存率や社会復帰率を大きく引き

上げることができます。

※②③が私たちが取るべき行動

です。

消火器訓練

消火器を使用したことがない方

を中心に体験しました。対象物に

対してほうきで掃くようなつもり

で放水するのがポイントです。

震災に備えて

＊家具やテレビ等の固定や配置

の工夫等、日頃からの備えによ

って被害を軽減できるので、ぜ

ひ心がけましょう。

＊震災の際に慌てないように家

族の中で連絡方法を相談して

おきましょう。

＊非常持出品・備蓄品をあらかじ

め用意し、定期的にチェックし

ましょう。

住宅用火災警報器の設置
について

＊建物火災の死者は約９割が住

宅火災

＊住宅火災の死者のうち約７割

が高齢者

死亡原因の約６割が逃げ遅れによ

るものであるとのことで、「寝室・

階段」への火災報知器の設置は義

務付けられており、設置から１０年

を目安に交換しましょう。

消火栓を使用した訓練

消防器具操作の基礎について地

元消防団の協力で実施。

「ホースの長さ２０ｍ。接続地点の

目測となる。オス金具を持って走

り、メス金具に結合。一度引っ張

って外れないことを確認。」など

と説明を受けながら実演。

救命救急

救急車到着まで約１０．８分。急性心

筋梗塞や脳卒中等は何の前触れも

なく起こり、心臓や呼吸がとまって

しまう原因となります。

命を救うためには、時間との勝負で

す。そのために必要なのが「救命の

連鎖」です。
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務付けられており、設置から１０年

を目安に交換しましょう。

消火栓を使用した訓練

消防器具操作の基礎について地

元消防団の協力で実施。

「ホースの長さ２０ｍ。接続地点の

目測となる。オス金具を持って走

り、メス金具に結合。一度引っ張

って外れないことを確認。」など

と説明を受けながら実演。

救命救急

救急車到着まで約１０．８分。急性心

筋梗塞や脳卒中等は何の前触れも

なく起こり、心臓や呼吸がとまって

しまう原因となります。

命を救うためには、時間との勝負で

す。そのために必要なのが「救命の

連鎖」です。


